
戦
略
目
標

進
捗 ○

成
果

○

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

本務職員数 193人 170人 143人 128人 128人

嘱託職員数 98人 89人 67人 39人 39人

－ 4館 13館 全24館 全24館

－ －

－ －

（千円）

1,791,869
（千円）

1,557,546
（千円）

1,293,256
（千円）

1,068,012
（千円）

1,032,198

中央図書館 274日 290日 285日 323日 324日

地域図書館 280日 283日 297日 296日 300日

68ヵ所 69ヵ所 81ヵ所 90ヵ所 105ヵ所

2,460,528冊 2,790,825冊 3,119,331冊 3,435,943冊 3,586,816冊

○職員定数の見直し（40%減 － 18 年度と22 年度の比較）
○市立全館 窓口等定型業務の民間委託
○逓送業務・自動車文庫運転業務の民間委託

・窓口業務等定型業務の民間委託による人件費削減
・経費削減により、以下のサービス拡充を図る
　開館日拡大（2-1　全市民への図書館サービス（開館日拡大）のシート参照）
　自動車文庫のステーション増（18年度：68か所 → 22年度：105か所【H22目標：105か所】
　館外読書普及事業の拡大（幼児期施設や高齢者福祉施設等への貸出便の増）

H20～委託
自動車文庫運行業務の民間委託

４割削減

H21～全館委託

1. 効果的な運営体制の確立

実
績
値

成
果
指
標

窓口業務の民間委託

逓送業務の民間委託

評
価

　　　　　　　　　◆ 職員数の削減
　　　　　　　　　◆ 業務の民間委託拡大

自動車文庫ステーションの拡大

20日増

105ヵ所

■ 職員数の削減推移

　　民間委託

　　民間委託

市立図書館間相互貸借貸出冊数
（逓送）

職員人件費

職員数の削減

目　標

開館日数
50日増

■ 図書館事業費と人件費、業務委託経費、市民1人あたりの図書館事業費の年度推移（予算）
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）



■指定都市（５大都市）の利用統計比較（平成22年度）

■指定都市（５大都市）の職員構成比較（平成23年4月1日現在）

■指定都市（５大都市）のサービス指標比較（平成23年4月1日現在）
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（図書・資料費は22年度予算）



■窓口業務委託年度推移

今
後
の
取
組

○窓口業務の民間委託
・委託管理業務の効率性を高め、安定した委託業務遂行により、本務職員によるレファレンス機能の提供・館外サービスの
拡大を図る。

○逓送業務の民間委託
・増大する相互貸借量に対応する定期便の増加、地域連携での行事開催における臨時便の増等に対応するためのさらなる
財源確保。

■　大阪市立図書館24館間の逓送車による相互貸借と施設配本貸出冊数の年度推移
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